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2 試べ广的

北海辺忙0、て野玖彼客防除のため•多くの造林地て・生成効"が行なわれているが•この 

瞄はその峙点の生息数のみが明らかにされ,海後の生息徼の増減を予測でさな I•、こと•さら 

關在の方沼区辭疵xり簡便な糾状潔登法の究明カ叫’・望されている。鶴って道内の特定嫩R 

での発生粘予削睥する部査および的場なる生恩数諷资法を陳討するものである。

3昭"2年序のな追とえられた結果

4 2年春の蜉規・生邑数は全^的にみて少なかったが•春の給慙活動の即始は.例年より早い 

ことが•性的成熟状熊から紿められた。

爰従いたって.軒思・娉«エゾヤチネズミ蒔体群の生息我應は•迫北から中央髙时さらに道東 

廳にかけ・髙苗・咬のカ所が局部的にろられるようになった茶・话鹵から石狩国也・帯にかけて 

は.全減的に生息次は少なかった。

この地域旳生口状蘭の崙違は,特定地点に沈ける瀏査より.灰のことか考えられる。すなお 

ち•生且数の少ない道南から石狩础5带にかけては.室測・商欵林署胃内に属する噴火剛院 

を除き.他馱你住の出現が少ないこと.また姙娠依休がほとんど蹈められな” •・ったことからし 

て.春びら夏田か峠ての繁舛活動が低・我(であクたことによる。

これに対し,高密鹿の癸生カ所が,多く舘められ・た道北•中央麻地・适東地域では.幼猷ま 

たは亜成欧依休の出现举が高く,iた姙娠窣が高いことが、せ定伸点の輿査から恐められ.卷 

からづにかけての饗臾占動か活部•であり,しかも岁の時点でも,その活動が引定;いて行われて 

いる状況にあった。

これらの誚内の特定地点での繁夕,活物と・隊・酒・民有林で実椀されている.野風生息数貌 

査箕好から,4 2年の北海?0の野鼠発生は,各地方とも秋常郷活勃・てより・临｛木教はさらは増 

加するが局部的であり•昭和5 4击のような全道的大発生の恐れは溝えられない。しかし道北 

中央商地,迫城地带の一部では,今後の発生択況従は»^を罗すると,8月2 4日の辻内生物 

翩防除対策瑚誠会で予秘を発抄した。

肚続さ行な〇た秋の湖任結果で,同部的忙％忧隨の発生を予側した,迪北,中央高地.通电 

堆帝では,ha当り10。匹以上の生也密盧が切われるカ所も必められたか•全域的Kみた以 
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合・大発生という状桧ではなかった。また注南から石狩配由帝にかけても,生忘救の畑加は少 

なく •大化において干・報どおりの発生状归を示していた。

な封秋の譯诣で•道中央商灿の繁圈活動は9月中句で.すでに妹止.期を示していたが同一命 

域内にありながら低地に值说するBIIでは•9月下旬に好加が行われていること•また油址 

地帯より石好低地帯に附する板せのほうが,秋繁残活虱は活潑で弘ったことう頌・,められた。

これらの繁是(活的の相違が,丸〕何なる毋因忙よるかは.まだ明らか;てすることはできないが 

魚曲その仙の氣象条件がある程け,阳Kしていることが考吏られる。

なお特定地点て•枣査したエゾヤチネズミ題休群の生理的機能の脸を究明するため,民提秋 

住の牡内容物〇栄誓分折を行なった〇

以上の全泣的な.或母発生干祭のための•麟定均点による爬遂の心、,Xゾキチネズミ跡界群 

の発生笊をす測する目的のため•理興鼠橄において,林床網g冬なる技林州と:,就林の2 

誕奪址で•紀号放逐法にxり,野k序網b生長•発音状此.出生率:自然内令•食草および 

称実の州存景,常握紮の季筋的変化•耕渤との网係・W象耍;晨などの縮合的微点から,生物 

粋・的研究を突旃した。

4 昭和43年度の試婺計画

⑴4 2年虞に引A".特定地点で5F斜発生滴密］您を.年令狗成・繁泗忍M、ら喚討する, 

(2;烦".爲优雅の線お汁をヤ;)|する試滋を女弟ぞ実玷する。

⑶生队数評奪の傾匝伯!:関すろ航験を突掘する。


